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〈編集後記〉 
1 月 10 日午前 7 時 41 分飯田発の列車で鼎駅に向かい、飯田市産業経済部農業課を訪問した。
鼎駅から農業課までのほんの数分のうちに、「ここは長野ではない」と直感した。真冬の早朝だ
から瞬時に感じられたのである。空の青さが長野市と全く違う。長野市の冬で突き抜けるこん
な青さを見たことがない。当日うかがって初めて知ったのであるが、飯田は太平洋気候で、後
に同僚から松本もそうだと教えられた。28 年も長野市に住んでおいて。透青の空を見て改めて
考えさせられた。長野県は南北に長く、険しい山地、山脈が聳えたち、分水嶺があって湧き出
た水も太平洋と日本海に二方面に流れる。雪も日本海側から降る雪と太平洋側から降る雪は違
う。北信では後者を上雪と呼ぶ。2 月 25 日のこの実態調査に同行するのに筆者は名古屋から高
速バスで飯田に入った。太平洋側で降った大雪が飯田にも押し寄せ、飯田の方々から生まれ始
めての大雪であったと教えていただいた。調査終了後は飯田から長野県庁行き高速バスで帰っ
た。同じ県庁でも飯田からは愛知県庁の方が近い。飯田・下伊那はかねてより三河、遠江と関
係が深く、長野市からの距離とこうした経緯が飯田市の独自な政策展開を生み出しているのか
もしれない。 
本号を 2013 年春季実態調査報告書としてお届けする。今回の調査で様々な方にお世話になっ
た。その方々のお名前は大矢根稿に記されている。改めてお礼申し述べたい。 （TM） 
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